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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 21,675 △5.0 2,062 △15.7 2,058 △15.5 1,387 △16.2

30年３月期第３四半期 22,828 4.9 2,446 14.4 2,435 15.0 1,656 14.3
(注) 包括利益 31年３月期第３四半期 1,297百万円( △29.8％) 30年３月期第３四半期 1,847百万円( 35.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 44.36 ―

30年３月期第３四半期 52.95 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第３四半期 32,346 19,009 58.9

30年３月期 33,832 18,368 54.2
(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 19,051百万円 30年３月期 18,332百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 5.00 ― 16.00 21.00

31年３月期 ― 5.00 ―

31年３月期(予想) ― ―
(注1) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
(注2）当社は、定款において第２四半期末及び期末日を配当基準日と定めておりますが、平成31年３月期の期末配当
　 については、現在のところ具体的な金額は未定であります。配当予想額の開示が可能となった時点で速やかに
　 開示いたします。

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,800 6.4 2,800 △17.3 2,800 △17.3 1,800 △18.1 57.54
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　7

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 31,530,000株 30年３月期 31,530,000株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 245,033株 30年３月期 245,033株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 31,284,967株 30年３月期３Ｑ 31,284,967株

　　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業
績予想に関する事項については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報
(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
・当社グループは、適正な利潤の確保に努め、健全な発展と永続性を目指し、収益状況に対応した安定適正な配当
維持に努力することを基本方針としております。また、内部留保を充実し、企業体質の強化と将来の事業展開に備
えたいと考えております。平成31年３月期の配当につきましては、今後の業績や財務状況等を総合的に勘案したう
えで判断させていただきたく、現時点では未定とさせていただき、業績予想の確実性が高まった時点で、速やかに
公表いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費は持ち直しの動きを見せ、鉱工業生産も相次いだ自

然災害による工場稼動停止は順次解消されたことから、緩やかな回復が続いております。また、企業収益が高水準

で推移するなか設備投資は堅調に推移しており、雇用・所得環境の改善も続いていることから、今後の先行きにつ

いても緩やかな回復が続くものと期待されます。しかしながら、消費税率の引き上げを控えていることや、海外経

済の不確実性による景気の下振れリスクもあることから、それらの動向・影響等について留意を要する状況にあり

ます。

当社グループの属する土木業界につきましては、公共投資は弱含みの動きが見られるものの、先行きについては

次第に補正予算の効果が期待される情勢にあり、底堅く推移することが見込まれます。しかしながら、競合他社の

能力増強に加え、建設技能労働者及び輸送従事労働者は依然不足傾向にあり、先行きについては予断を許さない状

況が続いています。

このような状況下、当社グループは、新規物件の確実な受注に努めるとともに、全工場の稼働率最大化を目指し

た全社生産調整による工場間の連携強化や、徹底した原価低減への取組みなどにより、収益力向上に努めてまいり

ました。今後も、営業力、製造力、商品力からなる事業力の更なる向上と、人材、品質、安全、環境、コンプライ

アンスなどの事業基盤の整備を通じて総合競争力を強化するとともに、事業環境の変化に適切に対応し安定した収

益構造の構築を図ってまいります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高216億75百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益

20億62百万円（前年同期比15.7％減）、経常利益20億58百万円（前年同期比15.5％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益13億87百万円（前年同期比16.2％減）となり、前年同期比で減収減益となりました。これらは主に、大

型案件の売上が減少したことによるものであります。

（２）財政状態に関する説明

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結会計年度との比較・分

析を行っております。

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ14億85百万円減少し、323億46百万円となり

ました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少（49億92百万円）等の減少要因と、預け金の増加（２億77百万

円）、たな卸資産の増加（27億６百万円）、未収入金の増加（４億67百万円）等の増加要因を加減算したことに

よるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ21億25百万円減少し、133億37百万円となりま

した。これは主に、支払手形及び買掛金の減少（５億37百万円）、長短借入金の減少（８億21百万円）、未払法

人税等の減少（６億50百万円）等の減少要因によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ６億40百万円増加し、190億９百万円となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益13億87百万円を計上した一方で、剰余金の配当により

６億56百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成30年５月15日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はあ

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 852,201 1,112,506

預け金 998,831 1,276,278

受取手形及び売掛金 8,744,614 3,752,066

商品及び製品 3,723,685 6,410,388

仕掛品 2,975,818 3,095,985

原材料及び貯蔵品 1,672,061 1,572,158

未収入金 3,617,537 4,084,851

その他 287,136 569,763

流動資産合計 22,871,885 21,873,998

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,220,916 2,169,785

機械装置及び運搬具（純額） 2,666,166 2,282,015

土地 4,212,880 4,279,748

その他（純額） 385,123 289,528

有形固定資産合計 9,485,086 9,021,077

無形固定資産 94,856 103,759

投資その他の資産

投資有価証券 1,208,051 1,159,736

その他 189,057 204,506

貸倒引当金 △16,602 △16,602

投資その他の資産合計 1,380,507 1,347,640

固定資産合計 10,960,449 10,472,477

資産合計 33,832,335 32,346,476
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,738,044 5,200,911

短期借入金 3,818,632 2,147,326

未払法人税等 797,585 147,298

未払消費税等 124,201 54,339

未払金 2,330,633 2,133,404

賞与引当金 537,598 234,669

受注損失引当金 4,267 1,613

その他 1,276,895 1,806,190

流動負債合計 14,627,860 11,725,753

固定負債

長期借入金 200,000 1,050,000

役員退職慰労引当金 108,145 119,021

退職給付に係る負債 398,730 330,943

資産除去債務 88,728 88,982

その他 39,886 22,659

固定負債合計 835,492 1,611,607

負債合計 15,463,352 13,337,360

純資産の部

株主資本

資本金 3,352,250 3,352,250

資本剰余金 4,384,580 4,384,580

利益剰余金 10,301,419 11,032,320

自己株式 △28,670 △28,670

株主資本合計 18,009,579 18,740,480

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 490,632 457,110

為替換算調整勘定 △46,631 △47,196

退職給付に係る調整累計額 △120,748 △99,082

その他の包括利益累計額合計 323,251 310,831

非支配株主持分 36,151 △42,196

純資産合計 18,368,983 19,009,116

負債純資産合計 33,832,335 32,346,476
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 22,828,070 21,675,542

売上原価 17,857,319 17,112,097

売上総利益 4,970,751 4,563,444

販売費及び一般管理費 2,524,553 2,500,708

営業利益 2,446,198 2,062,736

営業外収益

受取利息 203 446

受取配当金 11,331 12,316

その他 5,915 10,558

営業外収益合計 17,450 23,321

営業外費用

支払利息 14,236 17,416

ＰＣＢ処理費用 9,924 3,127

その他 4,270 6,583

営業外費用合計 28,431 27,127

経常利益 2,435,216 2,058,930

特別利益

固定資産売却益 865 473

投資有価証券売却益 52 -

特別利益合計 917 473

特別損失

固定資産除売却損 28,682 5,601

訴訟関連損失 39,844 -

特別損失合計 68,526 5,601

税金等調整前四半期純利益 2,367,607 2,053,802

法人税等 724,359 743,721

四半期純利益 1,643,247 1,310,081

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △13,162 △77,804

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,656,410 1,387,885
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 1,643,247 1,310,081

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 180,034 △33,521

為替換算調整勘定 △2,382 △1,109

退職給付に係る調整額 26,532 21,666

その他の包括利益合計 204,184 △12,963

四半期包括利益 1,847,432 1,297,117

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,861,762 1,375,464

非支配株主に係る四半期包括利益 △14,330 △78,347
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、主として当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

　(追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
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